様式１
誓約書
令和　　年　　月　　日

広島市長
	住所

	氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

	連絡先（電話、担当者）


　下記のディスポーザ排水処理システム（以下「システム」という。）について、広島市ディスポーザ排水処理システム等取扱要綱（以下「要綱」という。）及び
１　改正前の建築基準法に基づく建設大臣認定内容

２　社団法人日本下水道協会作成の下水道のためのディスポーザ排水システム性能基準（案）（以下「前性能基準（案）」という。）適合内容

３　公益社団法人日本下水道協会作成の下水道のためのディスポーザ排水システム性能基準（案）（以下「性能基準(案)」という。）適合内容

（以下「要綱等」という。）に基づき別紙のとおり適切に維持管理等を行うことを誓約します。
（※　１、２又は３のいずれか適用する番号に○を付けること。）
記

	設置場所
	：
	広島市　　　　区

	建築物の名称
	：
	

	設置区分
	：
	□ 新設　　□ 増設　　□ 改築

	用途区分
	：
	□ 戸建住宅用　□ 集合住宅用　□ 業務用

	認定番号、適合評価番号又は認証番号
	：
	

	型式及び品番
	：
	

	処理区分
	：
	□　生物処理タイプ　　□　機械処理タイプ

	ディスポーザ部設置数
	：
	人用
	基
	

	排水処理部設置数
	：
	人用
	基
	

	設計人員
	：
	人
	

	計画生ゴミ量
	：
	㎏/日
	

	計画汚水量
	：
	㎥/日
	


別紙

１　維持管理

　　システムの維持管理は、要綱等に基づき、次のとおり行う。
（※　⑷については、生物処理タイプの場合のみ記入する。）
　⑴　ディスポーザ部の定期点検・整備は、年に　　回以上行う。

　⑵　排水配管部の定期点検・清掃は、年に　　回以上行う。

　⑶　排水処理部の定期点検・整備は、年に　　回以上行う。

　⑷　排水処理部の汚泥の引き抜きは、年に　　回以上行う。※
　⑸　生物処理タイプの場合は、システムから排出する汚水の水質検査（検査項目は、ＢＯＤ、ＳＳ及びｎ－ヘキサン抽出物質含有量の３項目）は、年に１回以上行う。

⑹　機械処理タイプの場合は、システムに貯留された乾燥ごみを適正に処理する。

⑺　その他、必要に応じて維持管理を行う。
⑻　システムの維持管理の結果は、３年間保存するとともに、求めに応じて広島市長に報告する。

⑼　適切な維持管理を行わず、システムの適正な性能の維持確保ができない場合において、広島市長から施設の改善、排水の停止等の指導があった場合は、速やかにその指導に応じる。

２　維持管理業者

	⑴　ディスポーザ部
	

	⑵　排水配管部
	

	⑶　排水処理部
	

	⑷　汚泥の引き抜き※
	


（※　⑷については、生物処理タイプの場合のみ記入する。）
３　地位の承継
　　システムを有する建築物の譲渡等があるときは、新たに使用者となる者に対して、要綱及び誓約書の内容を説明し、システムの適正な維持管理及び引き継ぎ誓約書（様式３）の提出について理解を得るよう努める。
４　システムの廃止等に伴う届出

　⑴　システムを廃止したときは、速やかに広島市長に廃止届（様式４）を提出する。

　⑵　前記２の維持管理業者の変更が生じたときは、速やかに広島市長に変更届（様式５）及び維持管理業務委託契約書の写しを提出する。

【添付書類】

□　１　性能基準（案）に基づく認証書の写し、建設大臣認定書の写し又は前性能基準（案）による適合評価書の写し
□　２　排水系統図及び工事施工計画書

□　３　システムの構造図、仕様書、維持管理要領及び処理能力の算定根拠
□　４　維持管理業務委託契約書の写し又は別紙様式２の維持管理業務委託契約確約書
　　　（※　維持管理業務委託契約確約書を提出した場合は、委託契約締結後、速やかに当該契約書の写しを提出すること。）

□　５　建築物の周辺見取図
備　考

　　誓約書及び添付書類は、図面等やむを得ないものを除き、日本工業規格Ａ４とすること。

